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マイ・タイムラインの作成イメージ

河川洪水ハザードマップ等
での水害リスクの確認

水害時の避難場所や
避難行動の確認

マイ・タイムラインの作成

マイ・タイムライン作成の手引き

してください。

から、各家庭で話し合って、マイ・タイムラインを作成し、適切な避難行動をとれるように活用

「避難行動判定フロー」、「大雨（台風）対応マイタイムライン」の作成方法を掲載していること

　この「マイ・タイムライン作成の手引き」は、「河川洪水ハザードマップ」の確認方法や、

「大雨（台風）対応マイ・タイムライン」のシート、「避難行動判定フロー」を作成しました。

　台風の接近等によって河川の水位が上昇した場合などに、自分自身がとる防災行動を時

した個人の防災計画です。

　マイ・タイムラインは、台風や豪雨などによる水害発生時に「いつ」、「何をするのか」を整理

　いわき市では、夏井川水系及び鮫川水系の河川洪水ハザードマップの改訂とあわせて、

という意識を持つことが必要となっています。

　各地で毎年のように大規模な洪水が発生しているいま、「自分の命も、家族の命も自ら守る」

とることが可能となるものです。

分自身の行動のチェックリスト、また判断のサポートツールとして役立て、適切な避難行動を

系列的に整理し、あらかじめ取りまとめておくことで、急な判断が迫られる水害発生時に、自



①

②

③

④

⑤

河川洪水ハザードマップ確認方法

１　河川洪水ハザードマップで水害リスクを確認しましょう。

自宅（勤務場所）が浸水想定区域内（色が塗られている場所）にあるか確認しましょう。

自宅（勤務場所）が浸水想定区域内にある時は、凡例の＜浸水深の目安＞と見比べて、浸水深を確認しま
しょう。

避難所の場所、浸水時の車両乗り入れ可否等を確認し、浸水想定区域外の親戚宅、知人宅を含めた避難
場所の候補を決めましょう。

避難場所への移動経路・移動手段を決めて、移動にかかる時間を確認しましょう。

確認した結果をもとに、「避難行動判定フロー」、「マイ・タイムライン」を作成して災害に備えましょう。

※　さらに詳しく調べるには、国土交通省の「地点別浸水シミュレーション」を参照

※　下記の例はいわき市役所を自宅（勤務場所）とした場合の例です。

自宅（勤務場所）が
浸水想定区域内にあ

るか確認。
①

自宅（勤務場所）が浸水想定区域内にあ
る時は、凡例の＜浸水深の目安＞
と見比べて、浸水深を確認。
※ さらに詳しく調べるには、国土交通
省の「地点別浸水シミュレーション」を
参照

②

避難所の場所、浸水時の車両乗り入れ可否等
を確認し、浸水想定区域外の親戚宅、知人宅

を含めた避難場所の候補を決める。
③ 避難場所への移動経路・

移動手段を決めて、移動
にかかる時間を確認

移動手段：車

移動時間：15分

自宅（勤務場所）

避難場所

④



①  河川洪水ハザードマップで自分の家（勤務場所）が浸水想定区域内（色が塗られている場所）にあるか確認しましょう。

②  ご自身又は家族で避難に時間のかかる方がいるか確認しましょう。

③  安全な場所（浸水想定区域外の場所）にいて身を寄せられる親戚又は知人がいるか確認しましょう。

④  住んでいる地域で決められた避難場所があるか確認しましょう。

⑤

２　避難行動判定フローで水害時の避難行動を確認しましょう。

 警戒レベル３（避難準備・高齢者避難開始）と警戒レベル４（避難勧告・避難指示（緊急））のどちらで避難するのか確認しましょう。

警戒レベル４

河川の水位が上昇し、避難判断水位に達した場合、市から「避

難勧告」がエリアメールや防災メールで出されます。

更に水位が上昇し、はん濫危険水位に達した場合、市から「避

難指示（緊急）」が出されます。

警戒レベル３

河川の水位が上昇し、はん濫注意水位に達し、更に水位が上昇することが想定される場合等に、市から「避難準備・高齢

者避難開始」がエリアメールや防災メールで出されます。

①

②

③
④

⑤

河川洪水ハザードマップの見方については、「１
河川洪水ハザードマップで水害リスクを確認しま
しょう」を参照



①

②

③
「２　避難行動判定フローで水害時の避難行動を確認しましょう。」で確認した内容をもとに、どのタイミングで避難するか
チェックしましょう。

３　マイ・タイムラインを作成して災害に備えましょう。

・　自宅（勤務場所）の場所が洪水浸水想定区域内又は土砂災害警戒区域内にあった場合はそれぞれの欄にチェッ　ク
　を入れましょう。

・　自宅（勤務場所）が浸水想定区域内にある時は、確認した浸水深を記入しましょう。

・　第１候補から第３候補までの避難場所と自宅（勤務場所）から避難場所までの移動時間を記入しましょう。

非常持ち出し品を決めて記入し、すぐに持ち出せるようにしておきましょう。

「１　河川洪水ハザードマップで水害リスクを確認しましょう。」で確認した内容を「事前の確認」欄のそれぞれ
の項目に記入しましょう。

5～10

〇〇さんの家 10
平第一小学校
平第三中学校

15
20

着替え モバイルバッテリー

①

③

②



　・　インターネットでの防災気象情報（雨量・川の水位）の入手先例

　　テレビやラジオ、インターネット等の情報の入手先を確認しておきましょう。

４　防災気象情報の確認方法を知っておきましょう。

　・　いわき市防災メールの配信項目及び登録方法

福島県河川流域総合情報システム 雨量一覧

福島県河川流域総合情報システム 水位一覧

雨量観測所ごとの一時間当たりの雨量と降り始めからの累計雨量を表示 10分当たりの雨量表示に変更可能

水位観測所ごとの10分当たりの水位を表示 1時間当たりの水位表示に変更可能

ＱＲコードを読み取り、空メールを送信すると仮登録のメールが届きます。

仮登録メール本文から登録画面へ移り、本登録をしてください。



● 台風発生時～災害発生数時間前

①

②

③

④

⑤

● 避難準備・高齢者避難開始発令時（警戒レベル３）

⑥

● 避難勧告・避難指示（緊急）発令時（警戒レベル４）

⑦ 事前に決めた避難場所に速やかに避難しましょう。

「１　河川洪水ハザードマップで水害リスクを確認しましょう。」で決めた避難経路の確認をしましょう。

災害に時間を要する方とその支援者は事前に決めた避難場所に避難を開始しましょう。

５　マイ・タイムラインを活用して避難しましょう。

「３　マイ・タイムラインを作成して災害に備えましょう。」で作成したマイ・タイムラインを確認しましょう。

テレビ・ラジオ・インターネット等で防災情報（雨量・川の水位・土砂災害警戒危険度）を確認しましょう。

「３　マイ・タイムラインを作成して災害に備えましょう。」で決めた非常持ち出し品のチェックをし、すぐに持ち出せるようにし
ておきましょう。

屋外の飛ばされそうな物の片づけ、窓の施錠の確認、携帯電話の充電等の台風対策をしましょう。
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